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研究成果の概要（和文）：動物は、傍にいる仲間の個体が敗北姿勢あるいはすくみ行動といった情動行動を示す
と、同様の負の情動反応を示すと報告されている。この他個体への情動情報の伝達は、危険情報を得たとき速や
かに仲間に知らせるのに重要であると考えられている。オキシトシンは社会的行動を促進することが知られてい
る。しかし、情動情報の伝達における働きの詳細は不明であった。社会的敗北刺激を加えられた個体へ暴露する
と、大脳皮質におけるオキシトシン受容体発現ニューロンが活性化されることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：When animals are confronted with animals showing negative emotional 
responses, these animals show similar negative emotional responses. Transmission of negative 
emotional states has been considered to play an important role in warning other individuals of the 
same group against the danger. Oxytocin has been reported to facilitate social behavior possibly by 
increasing the salience of sociosensory cues. However, neural mechanisms remain unclear. The present
 study suggests that oxytocin receptor-expressing cells within the cortex were activated during 
exposure to socially-defeated animals.

研究分野： 行動神経内分泌

キーワード： オキシトシン受容体　ストレス
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１．研究開始当初の背景 
動物は、傍にいる親しい他個体が負の情動状
態を示していると、同じような情動状態にな
ることが知られている。一方、オキシトシン
は社会的行動を促進することが示されてい
た。しかし、この情動状態の伝達におけるオ
キシトシンの詳細は働きは分かっていなか
った。 
 
２．研究の目的 
動物は、仲間の個体が敗北姿勢を示している
とき、情動反応を示す。この負の情動情報の
伝達は、自分が実際に危険な状況に陥る前に
危険が迫っているという情報を得ることが
出来るという意味で進化的にも重要である。
しかし、その機構は不明な点が多い。例えば、
実際に危険な状況を経験したときに活性化
されるニューロン回路と、危険な状況を経験
した他個体に暴露されることで活性化され
る回路とが同じかどうか分かっていない。 
一方、オキシトシンは社会的な行動を促進す
ることが報告されている。オキシトシンはオ
キシトシン受容体に作用する。このオキシト
シン-オキシトシン受容体系が、情動情報の伝
達の時に賦活化されているのかどうかも分
かっていない。 
そこで、本研究は、社会的な攻撃を受け敗北
姿勢を示している個体に暴露された時にオ
キシトシン受容体発現細胞が活性化するの
か、活性化される場合、社会的敗北をした個
体と同じ領域のオキシトシン受容体発現細
胞が活性化されるのかを明らかにすること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
攻撃性の高い動物に短時間暴露させた。攻撃
性の高い動物に暴露されるとマウスは、定型
的な社会的敗北姿勢を示した。この動物を元
のケージ仲間がいるケージに戻すことで、社
会的敗北マウスへの暴露とした。 
社会的敗北を示したマウスの脳と、社会的敗
北刺激を加えられた動物に暴露されたマウ
スの脳とを比較検討した。 
オキシトシン受容体産生ニューロンの同定
には、オキシトシン受容体発現細胞に選択的
に蛍光蛋白質を発現しているオキシトシン
受容体―Venus ノックインマウスを用いた。
神経細胞が活性化されたかどうかは、神経活
動の指標であるFos蛋白質の発現を特異的抗
体を用いた免疫組織化学的に検出し、検討し
た。 
 
４．研究成果 
社会的強者から攻撃行動を受けると、マウス
は、特徴的な敗北姿勢を示した。このとき活
性化されたニューロンをFos蛋白質の発現の
検出により確認した。攻撃行動を受け、敗北
姿勢を示した個体ではオキシトシン産生ニ
ューロン、視床下部のオキシトシン受容体発
現ニューロン、中脳のオキシトシン受容体発

現ニューロンのほか、大脳皮質のオキシトシ
ン受容体発現ニューロンの一部が活性化さ
れることが確認された。従って、社会的な敗
北姿勢を示しているときに、視床下部内オキ
シトシン神経回路、視床下部-中脳オキシト
シン神経回路とともに、視床下部‐大脳皮質
のオキシトシン神経回路が活性化される可
能性が考えられた。 
さらに、社会的敗北を示した個体と接触させ
たケージメイトで活性化されている脳活動
をオキシトシン受容体産生ニューロンに焦
点を合わせて検討した。社会的敗北姿勢を示
した個体に暴露すると、大脳皮質の一部のオ
キシトシン受容体産生ニューロンが活性化
されることが示唆された。 
従って、情動情報が伝達された時に活性化さ
れる領域と、情動ストレスの時に活性化され
る領域とは、重なるところと重ならないとこ
ろがある可能性が考えられた。 
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